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1

都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の

誕
生(

１
９
７
１)

　

横
浜
市
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政

は
１
９
７
１
年
、
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
の
誕
生
か
ら
始
ま
る
。
１

９
６
３
年
の
飛
鳥
田
市
政
誕
生

と
、
そ
の
後
の
田
村
明
氏
入
庁
を

契
機
に
つ
く
ら
れ
た
企
画
調
整
室

（
の
ち
に
企
画
調
整
局
）
が
強
力

に
推
進
し
た
、
横
浜
を
自
立
的
都

市
と
し
て
構
築
す
る
た
め
の
３
つ

の
基
本
戦
略
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
そ
し
て
「
都

市
デ
ザ
イ
ン
手
法
の
導
入
」。
３

つ
の
基
本
戦
略
の
１
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
チ
ー
ム
は
わ
ず
か
２
人
、
そ

れ
も
２
人
と
も
嘱
託
職
員
と
い
う

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
元
々
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
市
会
か
ら
「
ア
ー
バ

ン
デ
ザ
イ
ン
で
は
意
味
が
分
か
ら

な
い
」
と
指
摘
が
あ
り
、「
デ
ザ

イ
ン
」
に
つ
い
て
は
田
村
氏
も
譲

ら
ず
「
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
」

と
な
っ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
氏
の
著
書
「
田
村
明
の
闘
い
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
都
市
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
考
え
方
や
、
役
所
の

対
極
に
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
よ
う

な
人
た
ち
を
新
し
い
血
と
し
て
、

組
織
や
議
論
を
活
性
化
す
る
意
図

が
あ
っ
た
。
そ
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
岩
崎
駿
介

氏
。
東
京
芸
大
建
築
科
を
卒
業

後
、
大
学
教
員
と
し
て
ガ
ー
ナ
に

渡
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
都
市

デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
後
に
ボ
ス
ト

ン
市
役
所
で
実
務
を
経
験
、
飛
鳥

田
市
政
に
共
感
し
、
田
村
氏
を
訪

ね
た
と
い
う
。
も
う
１
人
は
そ
の

後
40
年
に
渡
り
都
市
デ
ザ
イ
ン
行

政
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
軸
と

な
っ
た
国
吉
直
行
氏
。
早
稲
田
大

学
在
学
中
に
横
浜
を
テ
ー
マ
と
し

た
コ
ン
ペ
の
開
催
を
き
っ
か
け
に

田
村
氏
と
出
会
い
、
卒
業
後
直
接

門
戸
を
叩
い
た
。
田
村
氏
の
記
述

か
ら
、
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
の

重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
ひ
と

癖
、
ふ
た
癖
あ
る
人
た
ち
の
参
入

も
戦
略
の
う
ち
に
あ
っ
た
こ
と
が

伺
え
る
。
横
浜
・
都
市
デ
ザ
イ
ン

の
事
業
に
関
す
る
記
述
は
数
多
く

あ
る
が
、
今
回
は
事
業
だ
け
で
な

く
関
係
す
る
主
だ
っ
た
人
物
の
両

方
に
着
目
し
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
室

に
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交

え
な
が
ら
論
述
す
る
。

２

田
村
明
×
大
テ
ー
ブ
ル
主
義

　

田
村
氏
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し
た
企

画
調
整
室
に
は
１
・
８
ｍ
四
方
の

特
製
製
図
板
が
置
か
れ
、
都
市
デ

ザ
イ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
３
つ
の
戦
略
を
受
け

持
つ
各
部
署
が
一
堂
に
会
し
、
企

画
調
整
の
主
な
目
的
で
も
あ
る
総

合
性
の
確
保
の
た
め
、
情
報
は
共

有
さ
れ
、
平
場
の
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。「
目
標
会
議
」
と
名
付
け

ら
れ
た
毎
月
曜
日
の
こ
の
会
議
で

は
、
実
際
に
業
務
を
進
め
て
い
る

担
当
や
係
長
が
主
に
発
言
し
、
田

村
氏
と
直
接
や
り
と
り
を
し
た
。

た
だ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
な
く
製
図

板
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
場
で
エ

ス
キ
ー
ス
や
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き
、

具
体
的
な
議
論
が
行
え
る
よ
う
に

で
あ
る
。
作
業
が
深
夜
に
及
ぶ
こ

と
も
多
か
っ
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
室

で
は
「
あ
の
頃
は
大
変
で
、
よ
く

大
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
寝
た
」
と

い
っ
た
よ
う
な
話
が
語
り
草
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
テ
ー
ブ
ル

は
今
で
も
昔
の
よ
う
な
横
断
的
・

総
合
的
な
議
論
の
場
と
し
て
、
ま

た
そ
の
象
徴
と
し
て
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
室
で
大
切
に
使
わ
れ
て
い

る
。

３

岩
崎
駿
介
×
市
街
地
環
境
設

計
制
度
（
１
９
７
３
︱
）

　

当
初
「
都
市
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
建
築
物
が
集

ま
っ
て
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
よ
り
良
い
都
市
環
境
の

実
現
に
は
、
個
々
の
建
築
物
が
都

市
環
境
へ
の
配
慮
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
い
う
書
き
出
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
「
横
浜

市
市
街
地
環
境
設
計
制
度
」。
こ

の
制
度
設
計
は
大
学
で
法
律
と
建

築
の
両
方
を
専
攻
し
、
民
間
経
験

も
豊
富
な
田
村
氏
発
案
の
下
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
担
当
さ
れ
て
い
た

廣
瀬
良
一
氏
と
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
の
岩
崎
駿
介
氏
が
中
心
と

な
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
道
路
の
貧

執
筆桂

　
有
生

都
市
整
備
局
都
市
デ
ザ
イ
ン
室

後列右端が国吉氏、
前列左から田村氏、岩崎氏、北沢氏

弱
で
あ
っ
た
横
浜
の
歩
行
者
空
間

を
充
実
す
る
よ
う
な
公
開
空
地
、

後
に
は
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
と

も
引
換
え
に
、
高
さ
制
限
の
緩
和

と
セ
ッ
ト
で
容
積
率
の
割
増
を
す

る
「
ボ
ー
ナ
ス
」
の
考
え
方
は
、

ア
メ
リ
カ
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
実

践
を
経
た
岩
崎
氏
な
ら
で
は
の
発

想
だ
っ
た
こ
と
が
当
時
調
整
課
、

後
の
初
代
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
長
、

内
藤
惇
之
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
か
ら
も
分
か
っ
て
い
る
が
、
岩

崎
氏
本
人
は
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の

取
組
み
が
都
心
部
ば
か
り
に
集
中

し
て
い
る
と
い
う
思
い
か
ら
、
市

内
各
地
域
を
想
定
し
て
制
度
設
計

し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま

た
、
山
下
公
園
通
り
で
の
ペ
ア
広

場
な
ど
の
実
践
的
試
み
が
こ
の
制

度
制
定
以
前
に
行
な
わ
れ
て
い
た

と
い
う
点
は
興
味
深
い
。
環
境
設

計
制
度
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
横
断
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
た
こ
と
の
好
事
例
で
あ
る

と
同
時
に
、
今
も
継
続
的
に
良
質

な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ぺ
ー
ス
を
創
出

し
て
い
る
。
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４

都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
×
く

す
の
き
広
場
（
１
９
７
４
）

　

く
す
の
き
広
場
は
市
役
所
に
隣

接
し
、
緑
の
軸
線
に
も
位
置
づ
け

ら
れ
た
車
道
を
、
地
下
鉄
工
事
の

復
旧
に
合
わ
せ
て
歩
行
者
空
間
と

し
て
整
備
し
た
も
の
で
、
都
市
デ

ザ
イ
ン
チ
ー
ム
が
企
画
、
自
ら
図

面
を
描
き
な
が
ら
各
局
調
整
を
行

な
い
、
横
断
的
な
各
局
協
力
に
よ

り
実
現
し
た
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
市

庁
舎
と
の
関
係
を
密
に
し
、
他
の

建
築
群
へ
と
広
が
る
イ
ン
パ
ク
ト

を
持
つ
、
リ
ズ
ム
感
溢
れ
る
歩
行

者
空
間
」。
す
な
わ
ち
、
市
庁
舎

の
素
材
や
柱
割
に
合
わ
せ
た
レ
ン

ガ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
路
面
パ

タ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
、
周
辺
建
築
物

の
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
緑
の
軸
線
上
の
照
明
器
具
の

共
通
デ
ザ
イ
ン
開
発
、
絵
タ
イ

ル
・
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
よ
る
都
心

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
連
続
す
る
関
内

駅
南
口
前
車
道
の
歩
行
空
間
化

（
１
９
８
５
）
な
ど
、
道
路
単
体

に
留
ま
ら
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
提
案

し
、
そ
の
後
の
歩
行
者
空
間
整
備

の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

原
型
と
な
っ
た
。
国
吉
氏
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
に
加
え
、
内
藤
惇
之
氏
の

３
人
で
コ
ン
ペ
を
行
な
い
、
勝
利

し
た
岩
崎
案
を
直
接
施
工
会
社
と

の
や
り
と
り
の
中
で
つ
く
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
論
述
さ
れ
て
い

る
。
岩
崎
氏
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
と

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
装

置
化
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
し
、

「
守
ら
れ
て
は
い
る
が
人
の
往
来

が
見
渡
せ
る
ス
ペ
ー
ス
」
を
く
す

の
き
広
場
に
も
点
在
さ
せ
る
こ
と

で
「
群
衆
の
中
の
孤
独
」「
孤
独

か
ら
共
感
」
と
い
う
考
え
を
具
現

化
し
て
い
る
。
広
場
よ
り
も
駐
車

場
レ
ベ
ル
を
下
げ
車
が
視
界
に
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
歩
行

者
の
た
め
の
き
め
細
か
な
デ
ザ
イ

ン
が
随
所
に
な
さ
れ
て
い
る
。

５

国
吉
直
行
×
馬
車
道
・
伊
勢

佐
木
・
元
町
（
１
９
７
６
︱
）

　

関
内
地
区
は
戦
災
と
接
収
、
そ

の
間
の
横
浜
駅
周
辺
地
区
の
急
成

長
に
よ
っ
て
相
対
的
に
地
盤
沈
下

の
傾
向
に
あ
り
、
全
市
的
な
傾
向

と
し
て
も
路
線
型
の
商
店
街
は
駅

前
の
集
中
型
商
店
街
に
対
し
て
苦

戦
し
て
い
た
。
経
済
局
の
商
店
街

活
性
化
モ
デ
ル
事
業
第
一
号
で

あ
っ
た
馬
車
道
商
店
街
は
く
す
の

き
広
場
の
整
備
や
都
心
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
の
成
果
を
見
て
、
商
店
街

を
貫
く
道
路
そ
の
も
の
の
魅
力
向

上
を
決
定
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー

ム
に
協
力
を
求
め
た
。
田
村
氏
、

岩
崎
氏
を
中
心
に
単
体
の
商
店
街

を
支
援
す
る
こ
と
に
は
否
定
的

だ
っ
た
企
画
調
整
局
で
あ
る
が
、

国
吉
氏
は
地
元
と
関
わ
り
な
が
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
主
張
、
最
後
は

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
一
専
門
家
、
と

い
う
形
で
の
協
働
に
踏
み
切
っ

た
。
具
体
的
な
整
備
は
車
道
を
片

側
走
行
に
狭
め
て
歩
道
の
拡
幅
、

レ
ン
ガ
舗
装
、街
路
樹
、ス
ト
リ
ー

ト
フ
ァ
ニ
チ
ュ
ア
・
広
場
の
設
置

な
ど
。ま
ち
づ
く
り
の
目
標
は「
歴

史
的
建
造
物
の
残
る
地
区
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
歩
行
者
が
楽
し

く
歩
け
る
街
を
つ
く
る
こ
と
」
で

あ
っ
た
。
馬
車
道
商
店
街
は
独
自

の
街
づ
く
り
協
定
を
つ
く
り
、
さ

ら
に
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
っ
た
。
協
定
の
主
な
内

容
は
１
・
２
階
の
壁
面
後
退
（
２
・

５
ｍ
以
上
）、
外
壁
の
色
彩
（
茶
・

モ
ノ
ト
ー
ン
系
）、
１
・
２
階
の

用
途
は
極
力
物
販
・
飲
食
と
す

る
、
広
告
物
の
形
態
な
ど
で
あ

る
。
特
に
壁
面
後
退
に
つ
い
て
は

ま
ち
と
し
て
の
合
意
が
得
ら
れ
に

く
い
中
、
町
方
・
六
川
英
一
氏
が

率
先
し
て
自
ら
の
建
物
を
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
合
意
形
成
を

推
進
。
国
吉
氏
は
そ
う
い
っ
た
町

方
の
意
向
を
受
け
、
協
定
の
内
容

決
定
、
そ
の
後
の
運
用
協
力
と

い
っ
た
形
で
ま
ち
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。
横
浜
の
商
店
街
に

は
商
人
同
士
の
競
争
原
理
が
働
い

て
お
り
、
馬
車
道
の
成
功
を
間
近

に
見
た
伊
勢
佐
木
町
商
店
街
か
ら

も
再
整
備
の
話
が
出
る
。
こ
ち
ら

は
終
日
車
両
乗
り
入
れ
規
制
に
よ

る
完
全
な
歩
行
空
間
化
で
あ
る
。

他
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
、
無

電
柱
化
、
シ
ン
ボ
ル
ゲ
ー
ト
の
設

置
、
舗
装
の
高
質
化
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
。
元
町
の
ま
ち
づ
く

り
は
１
９
５
５
年
の
壁
面
線
指

定
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
る
歩
行

空
間
の
確
保
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
み
な
と
み
ら
い
の
開
発
が
い

よ
い
よ
動
き
出
す
と
い
う
こ
と
で

若
手
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
が
80
年

代
に
入
り
始
ま
っ
た
。
車
道
の
片

側
通
行
、
車
道
の
蛇
行
化
、
歩
行

者
優
先
の
レ
ベ
ル
設
定
、
シ
ン
ボ

ル
ゲ
ー
ト
設
置
、
無
電
柱
化
な

ど
、
手
法
と
し
て
は
先
の
２
つ
の

商
店
街
整
備
の
延
長
上
に
あ
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
セ
ス
が
改

善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
元
町
の
特

徴
で
あ
る
。
整
備
計
画
は
元
町
街

づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て

計
画
し
、
市
に
対
し
て
は
主
に
制

度
上
の
後
方
支
援
の
み
を
要
請
、

先
の
２
つ
の
商
店
街
に
対
し
て
は

行
な
っ
て
い
た
デ
ザ
イ
ン
調
整
に

つ
い
て
も
「
デ
ザ
イ
ン
室
は
デ
ザ

イ
ン
し
な
く
て
い
い
で
す
。
き
ち

ん
と
や
り
ま
す
か
ら
」
と
言
わ
れ

た
と
国
吉
氏
は
苦
笑
い
す
る
が
、

３
つ
の
商
店
街
整
備
を
経
て
、
町

方
が
成
長
し
プ
ロ
セ
ス
ま
で
も
が

変
化
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

６

北
沢
猛
×
歴
史
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り(

１
９
８
８
︱)

　

今
で
も
そ
の
風
潮
は
残
っ
て
い

る
が
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
に

は
良
い
意
味
で
の
緊
張
関
係
が
あ

り
、
新
し
く
来
た
者
は
何
と
か
し

て
自
分
の
専
門
性
を
活
か
す
仕
事

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
国
吉
氏
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
田
村
さ
ん
や
岩
崎
さ
ん
の
手
の

ひ
ら
か
ら
い
か
に
し
て
飛
び
出
す

か
」
を
常
に
考
え
て
い
た
と
述
べ

て
い
る
。
１
９
７
７
年
入
庁
の
北

くすのき広場（整備前）

馬車道（整備前）
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沢
猛
氏
は
、
既
に
成
果
を
上
げ
始

め
て
い
た
横
浜
市
の
都
市
デ
ザ
イ

ン
行
政
に
魅
力
を
感
じ
、
横
浜
市

へ
と
飛
び
込
ん
で
き
た
個
性
あ
る

人
た
ち
の
一
人
で
、
間
も
な
く
新

規
事
業
と
し
て
歴
史
を
重
視
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
始
め
る
。
時
は
飛

鳥
田
市
政
か
ら
細
郷
市
政
（
１
９

７
８

－

）
へ
と
変
わ
り
、
岩
崎
氏

（
１
９
８
０
）、
田
村
氏
（
１
９
８

１
）
が
相
次
い
で
横
浜
市
を
離

れ
、
企
画
調
整
局
は
解
体
、
と
い

う
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政
に

と
っ
て
波
乱
の
過
渡
期
に
あ
た

る
。
そ
の
時
期
に
北
沢
氏
は
都
市

計
画
学
会
と
の
「
港
町
・
横
浜
の

都
市
形
成
史
」（
１
９
８
１
）
の

編
纂
を
皮
切
り
に
、
後
に
「
歴
史

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政
の
大
き
な

柱
と
な
る
事
業
を
ま
と
め
て
い

く
。
こ
の
時
期
、
都
市
デ
ザ
イ
ン

室
で
は
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
と
な
っ
た
横
浜
開
港

資
料
館
の
堀
勇
良
氏
と
の
歴
史
的

環
境
保
全
調
査
（
１
９
８
３

－

８

４
）
と
、
石
井
幹
子
氏
と
の
歴
史

的
建
造
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
実
験
（
１
９
８
６
）、

エ
リ
ス
マ
ン
邸
、
旧
日
本

火
災
横
浜
ビ
ル
と
い
っ
た

実
際
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

歴
史
的
建
造
物
の
個
別
の

保
全
活
動
と
個
別
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
同
時
進
行
で

行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
生

ま
れ
た
「
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
要
綱
」（
１
９
８
８
）
は

歴
史
的
建
造
物
を
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
資
源
と
し
て
捉
え
、
ま
ち

の
風
景
と
な
る
部
分
、
す
な
わ
ち

歴
史
的
建
造
物
の
外
観
を
保
全
す

る
際
の
助
成
を
行
え
る
仕
組
み
で

あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
各
地
で
行

な
わ
れ
て
来
た
文
化
財
行
政
と
は

全
く
異
な
る
思
想
で
あ
り
、
歴
史

的
建
造
物
の
所
有
者
は
使
い
方
に

合
わ
せ
て
内
部
の
改
変
が
可
能
、

建
物
の
保
全
活
用
の
巾
は
大
き
く

広
が
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
他

都
市
か
ら
遅
れ
、
歴
史
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

始
ま
っ
た
横
浜
の
文
化
財
行
政
と

は
お
互
い
に
補
完
す
る
運
用
を
行

な
い
、
そ
の
後
み
な
と
み
ら
い
２

号
ド
ッ
ク
な
ど
数
多
く
の
歴
史
的

遺
構
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
こ

と
、
さ
ら
に
は
日
本
全
国
の
自
治

体
が
横
浜
に
倣
っ
た
こ
と
で
日
本

中
の
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
保

全
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ

た
。
北
沢
氏
は
そ
の
後
、
１
９
９

７
年
に
横
浜
市
を
離
れ
母
校
で
あ

る
東
京
大
学
に
移
る
が
、
２
０
０

２
年
に
は
中
田
市
政
の
参
与
と
し

て
「
創
造
都
市
政
策
」
を
推
進
。

２
０
０
９
年
に
亡
く
な
ら
れ
る
ま

で
、
自
身
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ハ
ー

ド
と
し
て
の
歴
史
的
建
造
物
保
全

に
、
創
造
都
市
政
策
の
ソ
フ
ト
に

よ
る
活
用
を
加
え
る
こ
と
で
横
浜

の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
総
合
的
に

推
し
進
め
た
。

７

宮
澤
好
×
水
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
（
１
９
８
５
︱
）

　

70
年
代
後
半
か
ら
北
沢
氏
を
は

じ
め
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
も
少

し
ず
つ
人
が
増
え
て
い
く
。
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
だ
っ
た
西
脇
敏
夫
氏
、
イ
ギ
リ

ス
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
田

口
俊
夫
氏
な
ど
、
田
村
氏
の
言
葉

で
「
市
役
所
ら
し
か
ら
ぬ
」
人
々

を
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
は
呼
び

込
ん
で
い
っ
た
。
同
時
期
の
「
都

市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
は
都
心
部
ば

か
り
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘

な
ど
を
契
機
に
郊
外
ス
タ
デ
ィ
ー

を
ス
タ
ー
ト
、
田
口
氏
の
大
岡
川

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
皮
切
り
に
郊
外

区
の
魅
力
づ
く
り
事
業
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
。
都
心
部
は
岩
崎

氏
、
国
吉
氏
の
シ
マ
で
あ
り
、
メ

ン
バ
ー
は
そ
の
「
手
の
ひ
ら
か
ら

飛
び
出
す
」
必
要
が
あ
っ
た
こ
と

の
裏
返
し
と
も
い
え
る
。
１
９
８

２
年
、
チ
ー
ム
か
ら
室
と
な
っ
た

都
市
デ
ザ
イ
ン
室
に
、
建
築
局
で

学
校
施
設
検
討
を
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
と
行
っ
て
い
た
宮
澤
好
氏

が
移
籍
、
水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
開
始
す
る
。
当
時
、
河
川
の
状

況
は
宅
地
開
発
に
よ
る
水
量
の
減

少
、
水
質
汚
染
、
暗
渠
化
、
垂
直

護
岸
な
ど
厳
し
い
も
の
で
、
横
浜

市
に
河
川
の
管
理
権
限
が
な
い
こ

と
も
ま
ち
づ
く
り
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
際
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て

い
た
。
一
方
で
総
合
治
水
、
親
水

と
い
う
新
し
い
考
え
方
が
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

宮
澤
氏
は
、
よ
こ
は
ま
川
を
考
え

る
会
や
、
ま
い
お
か
水
と
緑
の
会

な
ど
の
市
民
活
動
に
参
加
、
川
掃

除
や
筏
遊
び
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
な
い

な
が
ら
市
民
ニ
ー
ズ
や
他
都
市
の

整
備
事
例
な
ど
を
研
究
、
そ
れ
ら

を
背
景
と
し
て
１
９
８
５
年
「
基

本
構
想

－

川
を
座
標
軸
と
し
た
ま

ち
づ
く
り

－

」
を
ま
と
め
る
。
郊

外
に
と
っ
て
河
川
は
都
心
部
の
港

に
匹
敵
す
る
地
域
の
個
性
で
あ

り
、
従
来
の
都
市
軸
で
は
な
く
川

を
座
標
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

構
想
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
川

の
自
然
、
空
間
、
生
活
、
歴
史
、

文
化
に
着
目
し
４
つ
の
テ
ー
マ
：

①
水
辺
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
、
②
豊
か
な
都
市
自
然
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
、
③
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
、
④
水
文
化
の
生
ま

れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
を
設
定
し
て

い
る
。
最
初
は
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
発
足
な
ど
を
背

景
に
、
橋
の
架
替
え
な
ど
の
契
機

を
捉
え
て
地
区
の
拠
点
的
整
備
の

計
画
調
整
を
行
な
い
、
徐
々
に
そ

の
活
動
を
拡
げ
て
い
く
。
具
体
的

な
整
備
は
宮
澤
氏
が
関
わ
っ
た
だ

け
で
も
新
横
浜
公
園
の
多
目
的
遊

水
池
（
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
）、

早
渕
川
、
大
岡
川
、
舞
岡
川
、
い

た
ち
川
、
和
泉
川
な
ど
に
及
ぶ
。

宮
澤
氏
は
「
宮
澤
流
で
の
び
の
び

や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
言
う

が
、
実
際
に
は
国
と
歩
調
を
合
わ

せ
る
、
財
政
的
な
裏
付
け
を
用
意

す
る
、
な
ど
細
や
か
な
調
整
を
行

『港町・横浜の都市形成史』

旧第一銀行（曳家中）

和泉川親水公園
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な
っ
て
い
た
。
水
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
宮
澤
氏
が
発
展
さ
せ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
は
後

の
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
・
市
民
ま
ち

づ
く
り
推
進
担
当
設
置
、
現
在
の

地
域
ま
ち
づ
く
り
課
へ
と
続
く
一

連
の
動
き
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。

８

都
市
デ
ザ
イ
ン
「
７
つ
の
目

標
」

　

都
市
デ
ザ
イ
ン
室
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
中
に
美
的
、人
間
的
価
値
、

各
地
域
の
自
然
的
、
歴
史
的
、
文

化
的
価
値
な
ど
を
取
り
入
れ
る
活

動
を
次
の
７
項
目
で
都
市
デ
ザ
イ

ン
の
目
標
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

⑴
歩
行
者
活
動
を
擁
護
し
、
安
全

で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保

す
る
。

⑵
地
域
の
地
形
や
植
生
な
ど
の
自

然
的
特
徴
を
大
切
に
す
る
。

⑶
地
域
の
歴
史
的
、
文
化
的
資
産

を
大
切
に
す
る
。

⑷
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
緑
を
豊

か
に
す
る
。

⑸
海
、
川
な
ど
の
水
辺
空
間
を
大

切
に
す
る
。

⑹
人
々
が
ふ
れ
あ
え
る
場
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
増

や
す
。

⑺
形
態
的
、
視
覚
的
美
し
さ
を
求

め
る
。

　

こ
れ
ら
７
つ
の
目
標
は
機
能
性

や
経
済
性
な
ど
の
価
値
観
に
加

え
、
楽
し
さ
、
潤
い
な
ど
の
人
間

に
と
っ
て
重
要
な
価
値
を
最
終
的

に
は
⑺
に
あ
る
よ
う
に
つ
く
り
出

す
も
の
や
空
間
の
質
に
よ
っ
て
求

め
よ
、
と
い
う
意
思
を
表
わ
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
田
村
氏

が
譲
ら
な
か
っ
た
と
い
う
「
デ
ザ

イ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
は
意
匠
と

計
画
の
両
方
が
同
時
に
含
ま
れ
て

お
り
、
計
画
を
形
に
す
る
ま
で
の

総
合
的
な
工
夫
を
意
味
す
る
が
、

日
本
語
に
そ
の
よ
う
な
言
葉
は
な

い
。
企
画
調
整
局
（
調
整
と
は
横

つ
な
ぎ
の
た
め
に
他
部
署
に
積
極

的
に
介
入
し
て
実
践
的
に
す
る
こ

と
と
田
村
氏
は
述
べ
て
い
る
）
が

無
く
な
る
時
に
「
北
沢
君
と
（
中

略
）
我
々
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム

だ
け
は
突
っ
走
ろ
う
、
と
い
う
意

思
確
認
を
し
て
い
た
」
と
国
吉
氏

は
語
っ
て
い
る
が
、
横
浜
の
都
市

デ
ザ
イ
ン
活
動
は
、
デ
ザ
イ
ン
と

い
う
言
葉
が
本
来
持
つ
、
総
合
的

な
質
を
根
本
的
に
追
及
す
る
こ
と

か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
今
回
振
り

返
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
質
は
多
く

の
個
性
の
集
合
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
た
。
都
市
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
い

ま
、
課
題
は
よ
り
総
合
的
に
解
決

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

各
人
が
個
性
を
発
揮
し
、
他
部
署

に
積
極
的
に
介
入
し
な
が
ら
都

市
・
横
浜
を
き
ち
ん
と
「
デ
ザ
イ

ン
」
す
る
こ
と
が
今
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
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